
未就学児等及び高齢運転者の交通安全緊急対策（令和元年６月１８日昨今の事故情勢を踏まえた交通安全対策に関する関係閣僚会議決定）

○未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路の緊急安全点検の実施

→ 幼稚園分について調査を実施、９月末までに実施した点検結果を10月中に概要の集約。

○地域ぐるみで子供を見守るための対策等

→ スクール・ゾーンの設定の推進について６月２７日付で教育委員会等に依頼。

→ 幼児の通園路や園外活動中における見守り活動の充実。

○小学校の通学路の合同点検（継続）

→ 文部科学省、警察庁、国土交通省の連携の下実施した小学校の通学路の合同点検を継続実施。

○通学路の安全確保

→ 集合場所等の危険個所の点検（スクールバスの乗車場所等について全国の小中学校で点検を実施 等）

→ 警備・見守り活動の強化（スクールガード・リーダーの増員、見守り活動時に必要な装備品の配備）

→ 防犯教室の推進（警察・NPOとも連携した防犯教育の推進 等）

→ 保護者の不安解消に向けた取組（通学中の児童生徒の所在や状況を保護者が把握するための方策の検討・推進）

○不審者情報の共有と迅速な対応

○その他の取組

→ 私立学校を含む学校安全確保対策の推進（SPS等の先進事例も参考にした取組の推進 等）

→ 安全確保に関する調査研究（登下校時における安全確保についての海外事例等の調査）

川崎市における児童等殺傷事件を受けた政府の取組【関連部分抜粋】 （令和元年６月２５日犯罪対策閣僚会議）

学校安全に関する最近の主な動き

令和元年５月に発生した滋賀県大津市での保育園児を巻き添えにした交通事故や川崎市での
生徒等殺傷事件を受けて、学校安全に関する新たなる対策が取りまとめられた。

令和元年10月４日
第123回初中分科会
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(1) 未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路の緊急安全点検の実施
幼稚園・保育所・認定こども園等未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動す

る経路等について、当該園等、地方公共団体、道路管理者、警察等の連携・協力に
より、緊急安全点検を実施（本年９月末までに実施、10月中に結果の概要を集約）
【文科・厚労・内閣】

(2) 子供の安全な通行を確保するための道路交通安全環境の整備の推進
点検結果を踏まえ、ゾーン30の整備等面的対策を含めた交通安全施設整備の強化

とともに、歩道の設置・拡充、自動車・自転車の利用空間の分離、防護柵の設置、
無電柱化、踏切対策、交差点改良等により安全・安心な歩行空間を整備、通過交通
を幹線道路に転換（10月中に対策が必要な箇所数等のとりまとめ、本年度内に本格対
策着手）【警察・国交】

(3) 地域ぐるみで子供を見守るための対策等
○ スクールゾーンの設定促進（本年６月中に都道府県教育委員会等に依頼）、保育
所等の周辺でのキッズゾーン（仮称）の創設の検討（今秋を目途）【文科・厚労】

○ 園外活動時に子ども達を見守るキッズガード（仮称）のモデル事業の実施（本年
度中）及び制度化の検討【厚労】

○ 幼児の通園路や園外活動中における見守り活動の充実【文科】
○ 子供の通行が多い生活道路等における可搬式速度違反自動取締装置等を活用した
適切な取締り【警察】

(4) 小学校の通学路の合同点検
文部科学省、警察庁、国土交通省の連携の下実施

した小学校の通学路の合同点検及びその対策として
行った道路交通安全環境整備等の継続実施（本年度
以降も同様の取組を継続）【文科・警察・国交】

１．未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路の安全確保

未就学児等及び高齢運転者の交通安全緊急対策の概要

※【 】内は主たる担当官庁

令和元年６月１８日

昨今の事故情勢を踏まえた
交通安全対策に関する関
係閣僚会議資料
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令和元年６月２５日
犯罪対策閣僚会議資料
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地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
令和2年度要望額 420百万円

(前年度予算額 119百万円)

学校、通学路の安全確保に向け、昨今の児童生徒の尊い命を奪う交通事故・事件の発生も踏まえ、スクー
ルガード・リーダー増員による見守りの充実や、スクールガード等のボランティアの養成・資質向上を促進す
ることにより、警察や保護者、PTA等との連携の下で見守り体制の一層の強化を図る。

■実施主体：都道府県及び市町村
■補 助 率：国庫補助率1/3、都道府県、市町村各1/3、※市町村直接実施の場合2/3負担

○スクールガード・リーダーによる指導、見
守り活動に対する謝金、各学校を定期的に
巡回するための旅費等の補助

○装備品の充実（防刃ベスト等）

○学校等の巡回活動等を円滑にするため、ス
クールガード・リーダーの連絡会等の開催
を支援（全市町村）

○通学路で子供たちを見守るスクールガード
の防犯に対する知識、非常時の対応策等を
身に付けさせるための養成講習会を実施
（年間１地域10回開催）

○最新の安全に関する情報、不審者情報の
共有

○通学路や学校で子供の見守り活動の強化
を図るため、「登下校防犯プラン」等に基
づく防犯活動への支援(全市町村）

〔活動例〕
・防犯訓練の実施・通学安全マップの作成・
登下校時のパトロール・地域の連携の場構築

スクールガード・
リーダー

スクール
ガード

「地域の連携の場」
の構築など地域全体
で見守る体制を強化

国公私立学校

警察

地域住民
保護者
PTA

ボランティア

スクールガード・リーダー増員
による見守りの強化

スクールガード・リーダーに
対する活動支援

スクールガード（ボランティア）
の養成・資質向上

スクールガードに対する活動支援

●見守り活動・警備上のポイント
●不審者対応

等について具体的な指示、指導

○スクールガード・リーダー（SGL）の空白
地帯の解消に向け、現行の1,700人体制から
4,000人体制へ増員

○スクールガード・リーダーの資質を備えた
人材（警察官OB・教職員OB・防犯協会役員
等）に対する育成講習会の実施

（年間１地域10回開催）
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